




















































































































































































































































による準備､ 同僚､ 家族が含まれます｡ 看護者
がこれから現地に行く事を考えながら､ 日頃か
ら色んな準備をしていく､ 活動に向けて気持ち
の準備もすることが､ 自分自身の支援に繋がり
ます｡ 現地あるいは活動に関して情報収集を行
なっていくことも必要です｡ チームメンバーと
事前に役割分担や打ち合わせが出来る機会があ
れば､ 活動がスムーズになっていくと思います｡
施設としては､ 必要な必要物品の補充を行ない
ます｡ 例えば施設の上司が ｢こういう物を持っ
て行きなさい｣ など一つでも言葉掛けをすれば､
看護者にとって心強い支援になります｡ 出来る
だけチーム内に､ こころのケア要員を配置し､
心身両面の体調管理を叶える支援をすることも
支援になります｡ 上司からの労いの言葉のたっ
た一言も､ 看護者にとってはその言葉を支えに
活動をしていくことに繋がります｡ 出発前の送
り出しの機会に､ 病院の院長や看護部長が出て
こられ ｢いってらっしゃい｣ と送り出して貰え
ることが凄く支えになったと看護者が言われて
いました｡ 普段の業務の中で､ 同僚に任せて活
動に行かなければならない状況になってくるの
で､ 同僚が災害活動に対して理解し応援する意
識で送り出すことが重要です｡ 家族も活動に参
加する看護者に対して､ 励まし・送り出しをす
る､ 家庭における役割を引き受けることで､ 家
族も支援者になり得ます｡
活動中は看護者自身の自己管理が大切です｡
加えてチームによってお互いに支え合うことが
重要な部分です｡ 意識的にメンバー､ 自分自身
の周りの人との人間関係を良くしていくことが
必要です｡ 自分自身が活動に参加して何らかの
成果はあったと常に自覚することが､ 不全感に
繋がりにくいと考えます｡ 自分自身の生活環境
を整えて､ しっかり食べて寝るという生活は基
本的に大事な所です｡ 看護者が過去に被災体験
をしていると､ より心身への影響は大きいとい
う結果が出ました｡ 救援チームの方はチームリー
ダーが必ずいますので､ メンバー間の人間関係
を把握して配慮し､ 常に公の場でなくてもメン
バー間の互いの思いをざっくばらんに理解して
おくことは大事です｡ 活動中の役割分担や打ち
合わせは継続して行ないます｡ 災害への恐怖と
いう影響がありました｡ これもお互いがケアし
合って緩和していくことが重要です｡
活動直後の看護者への支援です｡ 看護者自身
は ｢もっと出来たのでは｣ と感じることが多い
ですが､ 精一杯頑張った自分を認めて､ 自分自
身の役割に区切りを付ける事も大事になります｡
施設の同僚が出来る支援は､ 活動中の影響はな
いかという心身への支援をしていくことです｡
心身ともに気を遣う配慮をする､ これは活動か
ら帰って来たら必ず２日間休暇を入れるなど､
ある意味強制的ではないですが､ 休息が取れる
様な配慮をしていく必要があると思います｡
活動後の看護者への支援ですが､ 看護者自身
は自己の体験を自己の成長に繋がる体験として
新たな意味を見出す事が出来れば､ 活動の後悔
とか不全感だけが残らず､ 自分にとっての意味
が見出せると考えます｡ 施設の上司からの支援
としては､ 活動から帰る看護者の出迎えをする
ことです｡ 看護者が新たな意味を見出せるよう
に､ 個々の支援をしていくということも大切で
す｡ 看護者が災害看護の体験について語れる場
面や体験集などをまとめる機会を作ること､ す
なわち言語化をしていくことは､ 看護者が自分
の体験を意味づけていく支援になり得ます｡ 救
援チームで振り返る機会を作る､ 一緒に活動を
したからこそ､ その状況をよく分かってお互い
にこう活動を振り返るという事が出来ると思い
ます｡ 同僚は､ 看護者を継続的にサポートして
いくこと､ 労をねぎらい ｢よく頑張ってきた｣
と評価すること､ 関心を持って災害看護の体験
を聞くということも看護者にとって､ 自分の活
動の意味を捉えていくことに繋がります｡ 家族
も活動の労をねぎらい､ 休息を持てるよう支援
します｡ 活動から帰ると､ 看護者は非日常の世
界から日常の世界に帰って行かなければならな
いので､ そのギャップがあり､ 家族は大きな支
援者になると文献にも述べられています｡
以上の事から､ この研究で着目した災害看護
の体験の看護者への影響､ 体験の意味づけとい
う新たな視点で捉えた看護者への支援が大切だ
と考えます｡ 災害看護の体験の肯定的な意味づ
けを促進することが､ 看護者の次の災害看護に
向かう意欲の向上､ 充実した看護活動の実践､
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災害看護の質の向上に繋がっていくと考えます｡
８. おわりに
これは私が石巻に救護活動に行った際に東京
に帰ってきたときに撮影したものです (写真１)｡
私たちは､ 東京の日本赤十字本社に､ 全国から
看護者が一度集まって､ そこからバス１台で石
巻赤十字病院まで活動に行って帰って来るとい
う活動を行いました｡ 石巻から帰ってきた時､
東京は桜が丁度満開の時期でした｡ 私は夜中に
東京に帰って来て､ ホテルに泊まり翌朝ここに
自分なりに癒しの時間を作りました｡ 自分自身
のセルフケアで写真の場所を散策しました｡ こ
の時は感じなかったのですが､ 東京から帰広し､
広島駅に着いてタクシーに乗った時にふっと体
の緊張がほぐれたのです｡ 出発時から広島の地
に到着するまで､ 自分の体は本当に緊張状態だっ
たのだと強く実感しました｡ 私自身の被災地で
の活動は､ 病院内の看護者の方たちへの支援､
つまり看護者が交代して活動出来るように病棟
に入って患者さんへのケアをするという活動で
した｡ それでも被災地に行って活動したことが､
自分にとっては､ 精神的にも身体的にも確かに
影響を受けていると感じることでした｡ 私はま
さに研究をまとめていた最中でしたので､ 自分
は影響を受けるということを分かった上で活動
に参加しました｡ それでも実際自分の体の反応
を感じて初めて ｢本当に影響を受けるのだ｣ と
実感しました｡ それだけ看護者自身の心や体は
影響を受けているので､ 周りの人の支援が本当
に大切だと思います｡
高知女子大学看護学会誌第37巻第2号 (2012)
― 11 ―
 	

